






























































































本稿では、ネジレモ（Vallisneria natans (Lour.) H.Hara var. biwaensis (Miki) H.Hara）の琵琶湖
南湖における局所集団の遺伝的特性、および、琵琶湖では絶滅したとみられるリュウノヒゲモ









琵琶湖の沈水植物は、山口（1938）によれば、1930 年代から 1940 年代にかけて 10 種類以上が消




半ばには琵琶湖全域で減少が確認され出現頻度も 6 位に落ちた（浜端, 1991）。1994 年以降にも大幅






















2005 年に、リュウノヒゲモの分布が報告されている日本国内の 13 湖沼集団から、各々10～46 ラ




表 5-1  リュウノヒゲモの国内採取場所および解析試料数 
 
      道府県       河川湖沼        解析試料数   自然度      
北海道      クッチャロ湖       43     高 
北海道     阿寒湖           32     高 
北海道      塘路湖           40     低 
青森県      鷹架沼           32     中 
青森県      小川原沼           46     中 
青森県      明神沼           32     低 
宮城県     富士沼         10          中 
茨城県      西浦・北浦         32     中 
和歌山県    荒見用水路       32          低 
和歌山県    桜谷川         38          中 
鳥取県      水鳥公園         22          高 
広島県      安浦用水路       32          低 





  小川原湖           西浦（霞ヶ浦）         明神沼（用水路跡）    
 米子水鳥公園           富士沼           きらら浜自然公園 
写真 5-1 試料採取地の様子（米子水鳥公園：神谷要氏、その他：著者撮影） 
 
5-3-2. 遺伝分析 
葉試料から改良 CTAB 法によりゲノム DNA を抽出し、公表されているリュウノヒゲモのマイクロ
サテライトマーカーのうち、Potpec24、Potpec32、Potpec34、Potpec37、Potpec39、Potpec40、
Potpec42の7遺伝子座について解析し、シーケンサー（Genetic analyzer 3130xl, Applied Biosystems）
を用いて多型解析を行った（Nies and Reusch 2004）。解析結果の良好であった 11 集団（表 5-2）に




数が限られている場合のシンプソンの多様度指数（D: Simpson’s D）を計算した（Simpson, 1949; 
Pielou, 1969）。D は N 個体からなる集団から任意に 2 個体選んだ時に、その 2 個体が異なるマルチ
ローカスジェノタイプである確率である。D の値は 0 から 1 の間の数値を取り、D の値が 1 の場合
に多様度が最大となる。この指数は以下の式から求められる。 
 
  D = 1- Σ [ ni (ni -1) / N (N-1) ] 














写真 5-2 採取地の一つ、広島県安芸市の用水路（著者撮影） 
 
表 5-2  リュウノヒゲモ集団のクローン多様性 
 
 
  道府県     河川湖沼         多様度指数   生育環境     
   北海道     阿寒湖           0.000    淡水湖 
   青森県      鷹架沼           0.677    汽水湖 
   青森県      小川原沼           0.857    汽水湖 
   青森県      明神沼           0.282    汽水・淡水路 
   宮城県     富士沼         0.500       汽水湖 
   茨城県      西浦・北浦         0.838    汽水湖 
    和歌山県    荒見用水路       0.512       淡水 
    和歌山県    桜谷川         0.758       淡水 
    鳥取県      水鳥公園         0.990       汽水湖 
   広島県      安浦用水路       0.593       汽水・淡水路 



























ネジレモ（Vallisneria natans (Lour.) H.Hara var. biwaensis (Miki) H.Hara）はトチカガミ科セキ
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